






















































































































































  第 9章から第 12章までは「事例編」である。
字数の都合上，手短な評にとどめるが，渋沢栄一
記念財団の「実業史錦絵絵引」，科学館における無
形資料（数学や物理学，化学の現象や事象など）
の保存，オーシマ・スタジオの事例，龍谷大学図
書館の「貴重資料画像データベース 龍谷蔵」とい
う興味深い事例や，各現場の知見を紹介している。 
  『デジタルアーカイブの構築と技法』（2014年）
が同じ版元からすでに出版されているが，冒頭で
述べた通り本書は，デジタルアーカイブを「記録
遺産」として捉え直した点を特徴とする。しかし，
各章のテーマや内容に似た部分が両書には多くあ
り，両書の役割の違いをどう理解すればよいか，
迷う点が率直に言ってある。とは言え，本書を通
読することによって，デジタルアーカイブの基礎
や実務，事例を学ぶことができる。“デジタルアー
カイブ業界は発展途上であり，資料の取り扱いと
デジタル化技術の双方に長けた人材が不足してい
る”（p. 232）という発言が事例編にあるが，人材
育成のための教科書としても有用な一冊だろう。 
